
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〈ロゼ部門３年連続最優秀カテゴリー賞受賞〉 
 国産ワインコンクールが始まった 7年前から出
展している。審査は瓶に黒いビニールを巻いてど

このワインか分からないようにして行われる。一

年目は出品したが全く受賞できなかった。二年目

にセレクトルージュの赤が入賞した。そして３年

目に 3 アイテム、4 年目には 4 アイテムが入賞し
た。転機になったのは 2006 年に「マスカットブ
ラッシュ夢色」が銅賞を受賞したこと。1100円の
ものが受賞した。 
 元々ロゼはあまり売れなかった。10年位前の赤
ワインブーム以前の売れる割合は、赤ワインは 2
割、 白ワイン 7 割、ロゼワインは 1 割。ブーム
後は、赤ワイン 6割、白ワイン 3割、ロゼワイン
1 割。朝日町ワインは、はじめ赤ワインを作り、
次にロゼワインを作った。その後、白ワインを作

れるようになって売上が伸びてきた。反面、ロゼ

ワインはだんだん売れなくなって、作る意欲もな

くなってきていた。味が悪くなって廃棄処分した

こともあった。 
 2004年に若手の醸造担当職員から「一タンク作
ってみたい」と申し出があり、真面目に作らせて

みた。それが二年後に受賞した。「まぐれでもたい

したものだ」と、みんなで大変喜んだ。これ位認

められるならとまた頑張って作り、翌 2007 年に
は、なんと銀賞のロゼ部門最優秀カテゴリー賞を

もらった。2008 年にもマスカットブラッシュ夢色
が同じ銀賞のロゼ部門最優秀カテゴリー賞をもら

った。そして 2009 年にロゼがまたもらった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
         ワイン城に立ち並ぶ受賞ワイン 
 
３年連続でロゼが受賞した。合計では 7 アイテム
も入賞するに至った。 
 
〈スパークリングワイン〉 
 はじめて入賞したスパークリングワインのナイ

アガラとミュラーは、営業に回っている職員がこ

れからはスパークリングワインの人気が出て来る

ことを察知して、作ってみたのがはじまり。まず

はノズル一本の機械を買って作り、販売してみた

ら評判がよく、今度はノズル 3 本の機械やエアー
で詰める設備を整備して、需要に堪えられるよう

にした。営業で得てきた情報をうまく生産につな

げるようにしている。 
 大手のようによそからぶどうを仕入れて作るの

ではなく、朝日町産のぶどうでワインを作り、賞

を取ることにこだわっている。今年もいくつ入賞

するかは分からないが出展することにしている。 
（平成 22 年 2 月朝日町エコミュージアム案内人の会研修会） 
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         白田重明（しらた・しげあき）氏 

           昭和 32 年（1957）生まれ。昭和 50 年に上山農業高校を卒業し山形朝日農協    
           に就職。山形果実酒製造（有）に出向し、国税庁醸造試験所（東京都）へ研  
           修。翌年研修を終了し、ワイン醸造に取り組む。以後、フランス、ドイツ、   
           スペイン、アメリカなど数回のワイン海外研修を重ねる。国産ワインコンク  
           ールの審査員を第 1 回（平成 15 年）より 4 年間務める。有限会社朝日町ワ    
           イン総務部長。山形県ワイン酒造組合・事業推進委員長。 

 

 



 


